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ピザをやると、サルは喜んで扉を開けてくれた。
そこは広間になっていて、無数のサルたちが、薄布をまとった髭の男を囲んで座っていた。
「ようこそここへ、ウッキキッキ!ネスさん、タライ・ジャブ様がお待ちかねです」
サルたちは、スス-ツとよけて道を空けてくれた。タライ・ジャブは静かに語り出す。
「宇宙の真理は粒のように波のように、宇宙を駆けめぐり、人と宇宙に語りかけているのだ。
あなたがたを私がここで待つこともすべて定められた真理。ネス、ポーラ、ジェフ、そして
プー。4つの力が出会うとき、ねじれようとしている宇宙は安らかな呼吸を取りもどす……」
「……お、おいジェフ。何言ってるかわかるかい?
「……わかるような、わからないような。とにかく、4人目の仲間はプー君ていうんだな」
と、ぽくらがヒソヒソやっていると、タライ・ジャブはにっこり微笑み続けた。
「今は、わからずともよい。あと……これを探していたのじゃないのかな?」
タライ・ジヤブが顎をしやくると、サルが銀色に光る四角いマシンを持ってきた。
「ウッカリ特急便が忘れたグルメ豆腐マシンだ。持って行くがいい。さて、この先の旅も並
み大抵のものではなかろう。そこで、空を自由に移動できる力・テレポートを授けよう。そ
このサルに習っていきなさい」
タライ・ジャブが指さしたそこには、酒場までお使いにきた、あのサルが立っていた。そ

